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2～3P：健やかな人生を支える
歯と口の健康づくり



町では毎年９月に歯科医師会の先生方と共同で、越生デンタル

フェスティバルを開催しています。歯科医師による検診のほか、

健康相談やフッ化物洗口も実施します。

今年も開催しますので、ぜひご参加ください！

日 時：９月１７日（木）午前９時３０分～午後３時

場 所：保健センター

内 容：口腔がん検診、お口の健康相談、歯みがき指導、

フッ化物洗口、サンプル品の配布、握力測定 等

その他：マイレージ対象事業１０ポイント

※骨粗しょう症検診（要事前予約）も同時実施しています。

越生デンタルフェスティバルへ行こう！

健康長寿講座「歯科口腔講話」を受講しましょう
歯科医師による健康長寿講座を開催予定です。

この機会にお口の健康について考えてみませんか。

日 時：１１月２１日（土）午後２時～３時３０分

場 所：中央公民館視聴覚ホール

講 師：明海大学歯学部 口腔保健予防歯科学分野教授

竹下 玲 氏
問 越生町保健センター 電話２９２－５５０５

歯周病検診を受けましょう

実施期間：１０月１日（木）～令和９年２月２８日（日）

対 象 者：令和８年度中に２０歳、３０歳、４０歳、

５０歳、６０歳、７０歳になられた方

（これから到達される方）

料 金：無料

対象者の方には、9 月中に通知が届きます。

通知が届いた方は、無料で歯周病検診を受けることができます。

ライフステージに応じた取り組みの推進と町の事業
それぞれのライフステージ（妊娠期・乳幼児期・学齢期・成人期・高齢期）に

応じた取り組み内容と町の事業について紹介します。実践してみましょう。

【凡例】○→町が推進する取り組み ☆→町で実施する事業等

学 齢 期
（７～１７歳）

～歯みがき習慣を身につけ

る時期～

○よく噛んで食べましょう

○定期的な歯科検診を受け

むし歯予防をしましょう

☆歯科衛生士による歯科保

健指導

成 人 期
（１８～６４歳）

～生活習慣の乱れで、歯周病が進

行しやすい時期～

○歯周病は生活習慣病との関係

も深いため、健康状態の維持に

努めましょう

○定期的な歯科検診を受けまし

ょう

☆歯周病検診

高 齢 期

～口腔機能低下によるフレイル

を予防する時期～

○よく噛んで食べるなど口腔機

能の維持向上に取り組みまし

ょう

○定期的な歯科検診を受けまし

ょう

☆フレイル講話

☆歯周病検診

☆8020よい歯のコンクール

（６５歳以上）

妊 娠 期
～ホルモンの変化等で虫歯

になりやすい時期～

○体調のよい時に歯科検診

や治療を受け、歯みがき

を心がけましょう

☆ママパパ教室

乳 幼 児 期

～乳歯の時期から歯みがき

習慣を身につける～

○家族が仕上げ磨きをしま

しょう

○定期的な歯科検診を受け

ましょう

☆1歳 6か月児健康診査

☆2歳の未就園児への啓発

品の配布

☆3歳児健康診査

☆歯みがき指導

（０～６歳）

特集

条例の基本理念

（１）生涯にわたる歯科疾患の予防

（２）それぞれの年代における歯科口腔保健の推進

（３）各関連分野における施策との連携

歯科医師等
（歯科医師、歯科衛生士など）

○適切な歯科医療や保健指導を提供する

○歯と口の健康に関する町民の取り組みを支援

する

歯と口の健康は、全身の健康状態の維持に重要な役割を果たしています。

町、医療機関、事業者などの関係機関が連携し、町民が歯と口の健康づくりへの理解を深め、

いつまでも自分らしく、生き生きと楽しみながら毎日を過ごしていただくために、

令和８年６月４日に「越生町歯科口腔保健の推進に関する条例」を制定しました。

～みんなで取り組む 歯科口腔保健の推進～

町民のみなさん
○歯と口の健康に関する正しい知識を持ちましょう

○定期的に歯科検診や保健指導を受けましょう

○積極的に歯と口の健康づくりに努めましょう

関係機関等
（医師や看護師、介護福祉士、保育士、教員など）
○それぞれの業務で歯と口の健康づくりに努める

○歯と口の健康に関する町民の取り組みを支援

する

事業者
○従業員が歯科検診や歯科保健指導を受ける機会

を確保できるよう働きかける

○従業員が取り組む歯と口の健康づくりを支援

する

越生町
○国、県、歯科医療等関係者、保健医療等関係者

等と連携を図る

○歯と口腔の健康に関する施策を総合的に実施す

る

2



町では毎年９月に歯科医師会の先生方と共同で、越生デンタル

フェスティバルを開催しています。歯科医師による検診のほか、

健康相談やフッ化物洗口も実施します。

今年も開催しますので、ぜひご参加ください！

日 時：９月１７日（木）午前９時３０分～午後３時

場 所：保健センター

内 容：口腔がん検診、お口の健康相談、歯みがき指導、

フッ化物洗口、サンプル品の配布、握力測定 等

その他：マイレージ対象事業１０ポイント

※骨粗しょう症検診（要事前予約）も同時実施しています。

越生デンタルフェスティバルへ行こう！

健康長寿講座「歯科口腔講話」を受講しましょう
歯科医師による健康長寿講座を開催予定です。

この機会にお口の健康について考えてみませんか。

日 時：１１月２１日（土）午後２時～３時３０分

場 所：中央公民館視聴覚ホール

講 師：明海大学歯学部 口腔保健予防歯科学分野教授

竹下 玲 氏
問 越生町保健センター 電話２９２－５５０５

歯周病検診を受けましょう

実施期間：１０月１日（木）～令和９年２月２８日（日）

対 象 者：令和８年度中に２０歳、３０歳、４０歳、

５０歳、６０歳、７０歳になられた方

（これから到達される方）

料 金：無料

対象者の方には、9 月中に通知が届きます。

通知が届いた方は、無料で歯周病検診を受けることができます。

ライフステージに応じた取り組みの推進と町の事業
それぞれのライフステージ（妊娠期・乳幼児期・学齢期・成人期・高齢期）に

応じた取り組み内容と町の事業について紹介します。実践してみましょう。

【凡例】○→町が推進する取り組み ☆→町で実施する事業等

学 齢 期
（７～１７歳）

～歯みがき習慣を身につけ

る時期～

○よく噛んで食べましょう

○定期的な歯科検診を受け

むし歯予防をしましょう

☆歯科衛生士による歯科保

健指導

成 人 期
（１８～６４歳）

～生活習慣の乱れで、歯周病が進

行しやすい時期～

○歯周病は生活習慣病との関係

も深いため、健康状態の維持に

努めましょう

○定期的な歯科検診を受けまし

ょう

☆歯周病検診

高 齢 期

～口腔機能低下によるフレイル

を予防する時期～

○よく噛んで食べるなど口腔機

能の維持向上に取り組みまし

ょう

○定期的な歯科検診を受けまし

ょう

☆フレイル講話

☆歯周病検診

☆8020よい歯のコンクール

（６５歳以上）

妊 娠 期
～ホルモンの変化等で虫歯

になりやすい時期～

○体調のよい時に歯科検診

や治療を受け、歯みがき

を心がけましょう

☆ママパパ教室

乳 幼 児 期

～乳歯の時期から歯みがき

習慣を身につける～

○家族が仕上げ磨きをしま

しょう

○定期的な歯科検診を受け

ましょう

☆1歳 6か月児健康診査

☆2歳の未就園児への啓発

品の配布

☆3歳児健康診査

☆歯みがき指導

（０～６歳）

特集

条例の基本理念

（１）生涯にわたる歯科疾患の予防

（２）それぞれの年代における歯科口腔保健の推進

（３）各関連分野における施策との連携

歯科医師等
（歯科医師、歯科衛生士など）

○適切な歯科医療や保健指導を提供する

○歯と口の健康に関する町民の取り組みを支援

する

歯と口の健康は、全身の健康状態の維持に重要な役割を果たしています。

町、医療機関、事業者などの関係機関が連携し、町民が歯と口の健康づくりへの理解を深め、

いつまでも自分らしく、生き生きと楽しみながら毎日を過ごしていただくために、

令和８年６月４日に「越生町歯科口腔保健の推進に関する条例」を制定しました。

～みんなで取り組む 歯科口腔保健の推進～

町民のみなさん
○歯と口の健康に関する正しい知識を持ちましょう

○定期的に歯科検診や保健指導を受けましょう

○積極的に歯と口の健康づくりに努めましょう

関係機関等
（医師や看護師、介護福祉士、保育士、教員など）
○それぞれの業務で歯と口の健康づくりに努める

○歯と口の健康に関する町民の取り組みを支援

する

事業者
○従業員が歯科検診や歯科保健指導を受ける機会

を確保できるよう働きかける

○従業員が取り組む歯と口の健康づくりを支援

する

越生町
○国、県、歯科医療等関係者、保健医療等関係者

等と連携を図る

○歯と口腔の健康に関する施策を総合的に実施す

る

3



7 月 28日熊本地震が発生しました。マグニチュード 7．1、最大震度 7の大きな地震です。犠牲に
なられた皆様・被災された皆様に、心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。
町では 7月 30日、募金箱を庁舎と町内の公共施設 6箇所に設置しました。皆様のご協力をお願

い申し上げます。
猛烈な暑さの中、被災された皆様は大変だと思います。塩分不足や疲

労回復に備えていただくため、本町特産の梅干し 1，080パックを、オー
ティックの指定管理者である（株）グッドスタッフを介して贈りました。
同社の本社は熊本県で、迅速に贈ることができるため仲介していただき
ました。宇土市・宇城市に届いて、市長から私にお礼の電話がありました。
熊本地震は10年前にもほぼ同じ地域で発生し、今回は猛暑の中、また、

能登半島地震は 1月 1日に発生しました。自然災害は、いついかなる形
で発生するか分かりません。今後も、緊張感を持って防災対策をとって
まいります。（8月 18日記）

7月 5日（日）黒山三滝滝開きが厳かに行
われました。そして今黒山三滝が大人気です。
特に土・日曜日には、車が大渋滞して地元の
皆様には、大変ご迷惑をおかけしております。
町では三滝入り口付近に新たに駐車場を設け
また、交通整理員を週末等に観光協会と協力
して配置しましたが、うれしい悲鳴でもあり
ます。来年度に向け新たな検討をいたします。
また、7月 25日（土）・26日（日）の越生

まつりは盛大に行われ約3万人の人で賑わい
ました。越生町の歴史と底力を示すものだと
思います。天気予報は午後雨でしたが、ほと
んど降らずかえって涼しくて良いお祭りがで
きたと思います。
祭りにご尽力いただきましたすべての皆様

に感謝申し上
げます。

越生べに梅は、越生町のみに 675年以上受け継
がれてきた固有の梅です。香り豊かで皮薄く、果
肉が厚く、梅干しは当然ですが、ジュースもおい
しいと高評価を得ています。
このように高品質の梅のため、私は20年以上前

から越生べに梅を本町のブランドにすべきだと言
って努力もしてきました。私が 1期目の町長就任
時、ＪＡいるま野の亀田理事が来庁された際、越
生べに梅を地域団体商標登録したいが、町には申
請権がなく残念だ。しかし、ぜひ地域団体商標を
とりたいと言いました。その後、亀田理事がＪＡ
いるま野の組合長になるとすぐ、農協がこの申請
をしてくれ、7月22日登録が出来たと報告があり
ました。越生の梅の歴史上特筆すべきことです。亀
田さんに感謝いたします。
地域団体商標制度とは、地域の特産等を「地域

ブランド」として保護し、地域経済の活性化を図
るために設けられた制度です。登録には困難と時
間を要します。
「越生べに梅」が
商標法により保護
され、越生ブラン
ドとして法的お墨
付きが与えられま
したので、信用と
ブランド力が強化
されました。◀山車の競演

新井 康之
越生町長町長室から

ブランド力強化
「越生べに梅」念願の地域団体商標登録なる

越生べに梅

熊本地震の被災地へ贈った
越生の梅干し

熊本地震発生、猛暑対策に越生の梅干しを贈る

黒山三滝大人気
越生まつり盛大に開催

滝開きの様子▶

4



町では、特産である梅を守り、再興を支援するため、梅農地の被害木を伐採・処分する費用の一部
を補助する制度を新たに設けました。
伐採に合わせて「新しく梅を植え直す」場合は、補助率が手厚くなります。
被害が広がる前に、確実な防除をお願いします。
○対象となる方
町内にある被害木（梅）の伐採・処分を行う所有者または管理者
※町税等に滞納がないこと。同一年度内 1回限り。
○対象となる木
木くずとフンが混ざった「フラス」が発生しており、町の現地確認により被害木と認定された梅の
木
○補助対象経費
町内業者へ委託する伐採・処分費用、またはご自身で伐採・処分した際の運搬費・処分費など
（※自身の労務費や新植・改植の苗木代は対象外です）
○補助率・上限額（上限：20万円）
伐採・処分に合わせて梅の新植・改植を行う場合：経費の 4／5
伐採・処分のみを行う場合：経費の 1／2

☆重要な注意事項☆
必ず「作業前」に申請してください！

産業観光課 梅担当 内線 143
※申請書類や詳しい手続きの流れは、町ホームページをご覧いただくか、産業観光課窓口までお問い
合わせください。

大切な「梅」をクビアカツヤカミキリから守ろう！
梅の木の伐採・処分費用を補助します（庭木も対象です）

本年度も緑の募金運動を実施いたします。
緑の募金は、緑に親しみ健全で豊かな心を育む環境づくりを進め、快適で住み良い緑豊かな郷土づ

くりに寄与することを目的に行われるものです。
募金運動期間 10 月 1日（木）から 31日（土）まで
募金目安額 募金額は任意の額となっていますが、目安として一世帯あたり 100円以上のご協力を

お願いいたします。
募金の使途 身近な緑化運動（学校、公園などの公共施設の植樹、苗木配布、森林整備）や募金活

動を実施した市町村に緑化事業費として還元されます。

産業観光課 農林担当 内線 144

緑の募金（家庭募金）運動へのご協力について

○こども食堂 奏 9月 12日（土）11時 30分～14時 30分 梅凛カフェ
事前申込み・問い合わせ 電話 090－7186－9068（嶌田）

○SUNかふぇ 9月 26日（土）10時 30分～14時 梅園コミュニティ館
事前申込み・問い合わせ 電話 090－9015－7105（間下）

子育て支援課 こども担当 内線 161

今月のこども食堂

町HP

292-3121　 292-5400　 webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

5



広 

告

越生町のマスコット
「うめりん」

回答フォーム

町では、将来にわたり持続可能で、町民の皆さんが移動しやすい地域公共交通のあり方を検討する
ため、越生町地域公共交通計画の策定を進めています。
日常のお出かけ方法や、公共交通の利用状況、これからの町の公共交通に対するご意見・ご要望を

お聞かせください。

本調査は、町内在住の 16歳以上で、約 1，250人の方を無作為に抽出して調査票を郵送しています
が、調査票が届いていない方（町内在住の 16歳以上のすべての方）も、スマートフォンやパソコンか
らご回答いただけます。
ぜひご協力をお願いします。

○調査対象者
町内在住の 16歳以上の方（郵送の調査票が届いていない方でも回答することができます。）

○調査期間
9月 1日（火）から 9月 14日（月）まで

○回答方法
下記のURLまたは二次元コードから回答フォームにアクセスし、ご回答ください。
URL：https://questant.jp/q/ogose_kotsu_2026_koho

○その他
ご回答いただいた内容はすべて統計的に処理され、
個人が特定されることはありません。

越生町地域公共交通協議会事務局 企画財政課 企画担当 内線221

「越生町の公共交通に関する町民アンケート」にご協力ください

市町村たばこ税は、愛煙家のみなさまが購入した小売店の所在する市町村の税収となります。同じ
銘柄のたばこであれば、どの市町村で購入しても価格は同じです。
町たばこ税は、越生町の貴重な財源になりますので、たばこを購入する際は、ぜひ町内の小売店で

お買い求めください。

税務課 課税担当 内線 133

たばこは町内で買いましょう（町たばこ税）

6



広 

告

長年にわたり社会の発展に寄与してきた方々に感謝し、その長寿を祝うとともに、高齢者福祉につ
いての関心を高めるため、町と社会福祉協議会で敬老会を開催します。

開 催 日 9 月 27日（日）午前・午後の二部制【地区を分けて開催します。】
（午前の部）
受 付 午前 9時 30分から
開催時間 午前 10時から 11時 40分まで
対象地区 如意 如意東 しらさぎ 西和田 大谷 鹿下 古池 成瀬 黒岩

津久根 小杉 大満 黒山 龍ヶ谷 麦原 上谷 堂山
（午後の部）
受 付 午後 1時 30分から
開催時間 午後 2時から 3時 40分まで
対象地区 河原町 新宿 上町 仲町 本町 上台 越生東 1 越生東 2

上野 1 唐沢 上野東 上野 2 光の丘
※ 出席希望集計後、会場の都合により午前午後が入れ替わる地区が発生する場合があります。

会 場 越生町中央公民館 視聴覚ホール
対 象 75 歳以上の方（今年度 75歳になられる方を含む）

※昭和 27年 4月 1日以前に生まれた方
内 容 ○式典

○アトラクション
★越生中学校吹奏楽部による演奏
★「あんでぃ」さんによる腹話術
★お楽しみ抽選会

※ 出席者には「記念品」を進呈します。
※ 敬老会は、健康づくりマイレージ事業の対象です。

『越生町健康づくりマイレージ事業カード』をお持ちください。

健康福祉課 高齢者介護担当 内線 115

第 76回「敬老会」の開催について

募 集 期 間 9月 1日（火）～10月 15日（木）
研修方法等 YouTubeによる動画配信

（11月～2月の間に 30時間程度の動画視聴及び課題提出）
最終日（2月）に対面研修、修了証交付（さいたま市内予定）

対 象 者 （以下全てを満たす方）
・越生町在住
・市民後見人として活動する意思のある方
・インターネットに接続する環境を整えられること

受 講 料 無料（テキスト印刷代、交通費等は自己負担）
申 込 方 法 申込書を越生町役場健康福祉課に提出
そ の 他 詳細については、町ホームページに掲載予定

健康福祉課 高齢者介護担当 内線 115

令和8年度埼玉県市民後見人養成研修の受講者を募集します

292-3121　 292-5400　 webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！
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毎年、認知症等についての正しい理解を促進することを目的に 9月 21日を「世界アル
ツハイマーデー」9月を「認知症月間」と定めています。
認知症は誰もがなりうるものであり、多くの人にとって身近なものです。
本人やその家族が地域で暮らし続けるためには、認知症の理解を深める事が大切です。

〈越生町で実施している認知症に関する取り組み〉
オレンジカフェ
認知症の方、認知症のご家族の方、地域の方などが集まり、誰でも気軽に参加できる「つどいの場」

です。また、当日にお手伝いしていただくボランティアさんも募集しています。
① 会場：里の駅

日時：毎月第 2金曜日 午後 1時 30分～2時 15分
② 会場：デイサービス松風

日時：毎月第 3日曜日 午後 1時 30分～2時 30分
③ 会場：ウエルシア越生店

日時：毎月第 4火曜日 午後 1時 30分～2時 30分
認知症初期集中支援チーム
認知症の早期発見、早期治療につなげることができるよう支援するチームです。
認知症サポーター養成講座
認知症の方を理解して地域で認知症の方やその家族をできる範囲で見守り、手助けをすることがで

きるサポーターを養成する講座です。
今年度は 12月に予定をしています。詳細は広報でお知らせします。
認知症サポーターステップアップ講座
認知症サポーター養成講座を受講した方を対象に実践の場で必要となる知識と対応スキルを習得す

る講座です。
日時：10月 26日（月） 午後 1時 30分～3時
場所：中央公民館 集会室
費用：無料

お申し込み・お問い合わせ：越生町地域包括支援センター 292－5505（直通）

越生町徘徊高齢者等SOSネットワーク事業
徘徊の恐れのある認知症の方が、行方不明になった場合又は行き先がわからなくなった場合に、地

域の支援を得て早期発見できるよう支援します。
越生町徘徊高齢者等見守りシール交付事業
「見守りシール」とは、登録された方の情報が登録された
二次元コードが印字されたシールを交付します。

お申し込み・お問い合わせ
健康福祉課 高齢者介護担当 292－3121

9 月は認知症月間です
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骨粗しょう症検診のご案内
骨粗しょう症はからだの中のカルシウムが不

足して、骨がもろくなっている状態です。骨量
を測り、自分の骨の状態や変化をチェックして
おくことも必要になります。
保健センターでは、下記のとおり骨粗しょう

症検診を実施しますので、この機会にぜひ受診
してください。
日 程：9月 17日（木）
受付時間：午前 9時～11時 45分、

午後 1時～3時 45分
会 場：保健センター
内 容：問診、DXA法（X線）による前腕骨の

骨塩量測定
希望者には結果説明を実施

対 象：30歳以上の方
料 金：200円
申込み：事前予約が必要です（電話申込受付

中）
その他：健康づくりマイレージ 10ポイント

※同日実施 デンタルフェスティバル（予約不
要）午前 9時 30分～午後 3時

保健センター 292－5505

運動サポーター養成講座を
開催します

運動サポーターは、養成講座で運動の効果や
実施方法を学び、地域において運動に関する活
動をしています。具体的には町内 5か所で実施
しているリフレッシュ体操教室で活躍していま
す。全 6回の養成講座となっています。
日 程：10 月 6 日（火）、10 月 13 日（火）、

10月 20日（火）、10月 27日（火）、
11月 10日（火）、11月 17日（火）

時 間：午後 1時 30分～3時
◎11月17日は運動サポーター向けに認知症
サポーター養成講座を実施します。

場 所：中央公民館集会室
講 師：日本栄養大学 金子嘉徳教授

お申し込み・お問い合わせ
地域包括支援センター 292－5505（直通）

介護予防講演会を
開催します

今年も「秋の大測定会」を開催します。
内容は、血管年齢、握力、体組成、骨健康度の

計測と管理栄養士によるミニ講義となります。
ぜひお申し込みください。
日 時：10月 7日（水）

午後 1時 30分～3時
会 場：中央公民館体育館
講 師：日本調剤株式会社

管理栄養士 髙橋美穂 氏
申し込み期限：9月 30日（水）

お申し込み・お問い合わせ
地域包括支援センター 292－5505（直通）

自殺予防週間について
9 月 10日～16日は自殺予防週間です。
厚生労働省の情報サイト「まもろうよこころ」

では、電話やSNSでの相談窓口、自殺対策の取組
などがまとめられています。匿名でも大丈夫で
す。うまく話せなくても大丈夫です。あなたの
誰にも話せない思い、抱えている気持ちを聴か
せてください。こころがもやもやしたり、ざわ
ついたりしたときに相談してください。

保健センター 292－5505

厚生労働省HP

292-3121　 292-5400　 webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！
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年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実

施します。

対象となる方
老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります。
・65歳以上である
・世帯員全員が町民税非課税となっている
・年金収入額とその他所得額の合計が次の金額以下である
昭和 31年 4月 1日以前生まれの方 906,700 円
昭和 31年 4月 2日以後生まれの方 909,000 円

障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
前年の所得額が 4,794,000 円＋扶養親族の数×38万円以下である

請求手続き
①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
お受け取りの対象となる方には、日本年金機構より 9月初旬から、請求可能な旨のお知らせを送

付します。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し、提出してください。
②年金を受給しはじめる方
年金の請求の手続きと併せて年金事務所または町で請求手続きをしてください。

年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときは、下記「給付金専用ダイヤル」まで
給付金専用ダイヤル：0570－05－4092

年金生活者支援給付金制度について

システムの更改に伴い、9月 19日（土）から 9月 24日（木）まで、eLTAXやeL‐QRを利用した
地方税の電子申告、電子納付等ができなくなります。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。詳しくは、eLTAXホームページ

をご確認ください。

税務課 課税担当・収税担当 内線 132・134

eLTAX更改に伴うサービス停止についてのお知らせ
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漏水は限りある資源を無駄にするだけでなく、断水や道路の陥没など、皆さまの日常生活に大きな
影響を及ぼす恐れがあります。
そのため毎年、定期的に漏水調査を実施し漏水箇所の特定に努めていますが、町民の皆さまからい

ただく通報により漏水を発見する場合も多くあります。そこで、「おかしいな？」と思ったら、すぐに
水道課へ連絡してください。

1 晴れているのに道路がずっと濡れている。
2 自宅の水道の圧力が弱くなってきた。
3 きれいな水が側溝に流れている。
※水道課では、24時間、電話対応をしています。

【キャンペーン概要】
漏水情報を提供していいただいた方に 500円分の商品券（協同組合越生スタンプ会）を進呈します。

【キャンペーン参加方法】
越生町内で漏水を発見したら水道課へ連絡してください。氏名、住所、電話番号、漏水発見場所を

伝えてください。職員が現地を調査いたします。漏水が確認された場合、商品券を進呈します。なお、
通報時点で「水道課確認済み」の看板等が設置されている場合はキャンペーンの対象外となります。
【キャンペーン期間】

9 月 1日（火）から令和 9年 2月 28日（日）まで

水道課 施設整備担当 292－3002

越生町漏水発見キャンペーンを実施します

上野第 3住宅

202・302・303・
403号室

上野第 2住宅

203・401・402号室

上野第 1住宅

301・302・303・
401・402・403号室

住宅名

募集部屋

※家賃は入居者世帯員の収入に応じて決定します。応募に必要な書類や入居資格などの詳細は、担当
までお問い合わせください。

まちづくり整備課 環境管理担当 内線 153・156

町営住宅の入居者を募集しています

292-3121　 292-5400　 webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！
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山並み連携ゼロカーボンシティ協議会
 

      イベント参加者募集！ 
 

山並みの未来をつなぐ

 

毛呂山町 11 月 29 日（日） 

参加費 無料 

対象者 毛呂山町、越生町、ときがわ町、 

      東秩父村に在住の小学生以上の方 

お問合せ 毛呂山町役場生活環境課 

       TEL 049-295-2112（代表） 

 

詳細については後日公開予定 

越生町 11 月３日（火・祝） 

越生町産業祭と同日に開催予定。 

お気軽にお立ち寄りください。 

お問合せ 越生町まちづくり整備課 

TEL 049-292-3121（内線１５７） 

 

詳細については後日公開予定。 

 

ときがわ町 12 月 5 日（土） 

参加費 無料 

対象者 毛呂山町、越生町、ときがわ町、 

東秩父村に在住の小学生以上の方 

お問合せ ときがわ町農林環境課 

       TEL 0493-65-0814（直通） 

 

詳細については後日公開予定 

 

 

東秩父村 9 月 12 日（土） 

木製クラフト体験：参加費無料 

（和紙フェスイベントブース内） 

お気軽にお立ち寄りください。 

お問合せ 東秩父村保健衛生課 

       TEL 0493-82-1777（直通） 

 

詳細は二次元コードから 

伐採する  

再利用 作る 

森林資源 

の循環利用 

  

植える 

植樹体験 

 

木こり体験 

リユースバザー 

 

 

クラフト体験 

ときがわ町のマスコット 
「ドームくん」 

毛呂山町のマスコット 
「もろ丸くん」 

越生町のマスコット 
「うめりん」 

東秩父村のマスコット 
「わしのちゃん」 

まちづくり整備課 新エネルギー対策担当 ０４９－２９２－３１２１（内線１５７）

『6th day カーボンニュートラル～inおごせ～』
9 月の目標は【窓から始める省エネ月間】
～自然の風を取り入れて、快適・省エネ～

広報おごせでは毎月、『6th day カーボンニュートラル～in おごせ～』
として、そのテーマをお知らせし、町民の皆さまが日々の暮らしの中
で実践できる環境行動を紹介しています。

6th day
カーボンニュートラル
（越生町HP）

カーボン（炭素）の原子番号
6番にちなみ、「毎月 6日は環
境のことを考えて生活する日」

リユースバザーを開催します！

山並み連携ゼロカーボンシティ協議会越生支部からのお知らせ

リユース品を募集します！

募集期間 ９月１日（火）から１０月９日（金）まで

回収場所 越生町役場 まちづくり整備課 窓口

回収できるもの

衣服 おもちゃ 本 食器 未使用の日用品

※手で持ち運びできるものに限ります。

注意事項 物品の状態により、お預かりできない場合があります。

回収できないもの
・汚れや破損が著しいもの

・その他、再利用が難しいもの

・手で持ち運びができないもの

ご提供いただいた方へ

リユース品をご提供いただいた

方には、山並み連携ゼロカーボ

ンシティ協議会オリジナルクリ

アファイルをプレゼント！

（お一人様１枚・先着 100 名様）

家庭で使わなくなった 「まだ使えるもの」 を回収し、 必要とする方へお手頃な価格でお譲りする

リユースバザーを開催します。 リユース (再利用）を通じて、ごみの減量や資源の再利用を進め、

ゼロカーボンへの意識向上を目指します。

問い合わせ

山並み連携ゼロカーボンシティ

協議会越生支部 （まちづくり

整備課新エネルギー対策担当）

内線（１５７）

１１月３日（火・祝）文化の日

家具 家電製品 収納用品 ・寝具類布団
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植樹体験 

 

木こり体験 

リユースバザー 

 

 

クラフト体験 

ときがわ町のマスコット 
「ドームくん」 

毛呂山町のマスコット 
「もろ丸くん」 

越生町のマスコット 
「うめりん」 

東秩父村のマスコット 
「わしのちゃん」 

まちづくり整備課 新エネルギー対策担当 ０４９－２９２－３１２１（内線１５７）

『6th day カーボンニュートラル～inおごせ～』
9 月の目標は【窓から始める省エネ月間】
～自然の風を取り入れて、快適・省エネ～

広報おごせでは毎月、『6th day カーボンニュートラル～in おごせ～』
として、そのテーマをお知らせし、町民の皆さまが日々の暮らしの中
で実践できる環境行動を紹介しています。

6th day
カーボンニュートラル
（越生町HP）

カーボン（炭素）の原子番号
6番にちなみ、「毎月 6日は環
境のことを考えて生活する日」

リユースバザーを開催します！

山並み連携ゼロカーボンシティ協議会越生支部からのお知らせ

リユース品を募集します！

募集期間 ９月１日（火）から１０月９日（金）まで

回収場所 越生町役場 まちづくり整備課 窓口

回収できるもの

衣服 おもちゃ 本 食器 未使用の日用品

※手で持ち運びできるものに限ります。

注意事項 物品の状態により、お預かりできない場合があります。

回収できないもの
・汚れや破損が著しいもの

・その他、再利用が難しいもの

・手で持ち運びができないもの

ご提供いただいた方へ

リユース品をご提供いただいた

方には、山並み連携ゼロカーボ

ンシティ協議会オリジナルクリ

アファイルをプレゼント！

（お一人様１枚・先着 100 名様）

家庭で使わなくなった 「まだ使えるもの」 を回収し、必要とする方へお手頃な価格でお譲りする

リユースバザーを開催します。 リユース (再利用） を通じて、ごみの減量や資源の再利用を進め、

ゼロカーボンへの意識向上を目指します。

問い合わせ

山並み連携ゼロカーボンシティ

協議会越生支部 （まちづくり

整備課新エネルギー対策担当）

内線（１５７）

１１月３日（火・祝）文化の日

家具 家電製品 収納用品 ・寝具類布団

13



越生町は、ときがわ町、毛呂山町、東秩父村とともに「山並み連携ゼロカーボンシティ宣言」
を行い、2050年までの二酸化炭素の排出実質ゼロを目指しています。この実現に向け、役場
では「おごせエコオフィス」として、省エネルギーや資源の有効活用など、環境負荷の低減に
取り組んでいます。

～取組目標～
1 令和2年度を基準年度として、令和7年度末までに二酸化炭素排出量を5％削減

する。
2 今後増える施設を含めた全施設の単位床面積当たり二酸化炭素排出量を基準年度

以下にする。

電気 ガソリン 軽油 灯油 ガス 総合計
■ R2（基準年度） 890,425 36,523 2,909 314 50,159 980,329
■ R6（前年度） 893,043 36,386 5,649 1,208 33,666 969,953
■ R7 895,910 35,701 5,606 1,479 31,522 970,219
対基準年度比 0.62％ －2.25％ 92.71％ 371.02％ －37.16％ －1.03％

※四捨五入の関係で各項目の合計と総合計は必ずしも合致しません。

項目 令和 2年度
（基準年度）

令和 6年度
（前年度）

令和 7年度
取組年度 対基準年度 対前年度比

排出量（kg-CO2） 33．8 33．4 33．4 －0．01％ 0．00％

～令和7年度 越生町役場取組結果～

1 基準年度の施設における二酸化炭素排出量

2 全施設の床面積当たりの二酸化炭素排出量

令和 7年度の二酸化炭素排出量は、基準年度比で 1．03％減となり、目標としていた基準
年度比 5％削減には至りませんでした。
今後も職員一人ひとりが地球温暖化対策への意識を高め、節電・節水や適切な空調管理な

どを徹底し、環境にやさしい役場づくりに取り組んでいきます。

まちづくり整備課 新エネルギー対策担当 内線 157

「おごせエコオフィス」取組結果報告
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広 

告

お
知
ら
せ

社
会
生
活
基
本
調
査
実
施
の

お
し
ら
せ

障
害
者
の
法
定
雇
用
率

引
き
上
げ

埼
玉
県
平
和
資
料
館

長
期
休
館
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

相

談

埼
玉
県
行
政
書
士
会

無
料

相
談
会
（
相
続
、
遺
言
、
離

婚
、外
国
人
の
在
留
許
可
等
）

総
務
省
統
計
局（
埼
玉
県
）で

は
、
１０
月
２０
日
現
在
で
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
１
日
の
生
活

時
間
の
配
分（
仕
事
、
学
業
、
家

事
な
ど
）
や
過
去
１
年
間
の
活

動
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
仕
事
と
生

活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、
少
子
高

齢
化
対
策
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
は
全
国
９
５，
４

０
０
世
帯
で
、
越
生
町
で
は
大

字
黒
山
に
お
住
ま
い
の
方
の
中

か
ら
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
１２
世

帯
で
す
。

１０
月
下
旬
ご
ろ
、
調
査
員
が

調
査
世
帯
に
伺
い
、
調
査
書
類

を
お
配
り
し
ま
す
。回
答
は
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
等

を
使
っ
て
回
答
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
紙
の
調
査
票
へ
の

記
入
で
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま

す
。
特
に
、
い
つ
で
も
回
答
可

能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。埼

玉
県
統
計
課

人
口
統
計

担
当０

４
８－

８
２
４－

２
３
１
４

令
和
６
年
４
月
か
ら
障
害
者

の
法
定
雇
用
率
が
段
階
的
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
行
の
２
・
５
％（
民
間
企
業
）

か
ら
、
令
和
８
年
７
月
１
日
以

降
は
２
・
７
％
と
な
り
ま
す
。

対
象
事
業
主
の
範
囲
も
常
用

雇
用
労
働
者
数
４０
・
０
人
か
ら

３７
・
５
人
以
上
と
拡
大
す
る
こ

と
か
ら
、
障
害
者
の
雇
用
機
会

を
一
層
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

詳
細
は
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。現

在
長
期
休
館
中
で
す
。

当
館
は
、
大
規
模
修
繕
工
事

実
施
の
た
め
、
８
月
３１
日
㈪
以

降
し
ば
ら
く
の
間
休
館
い
た
し

ま
す
。

再
開
の
日
時
に
つ
き
ま
し
て

は
、
決
ま
り
次
第
、
当
館
Ｈ
Ｐ

及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
電
話
窓
口
は
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
埼
玉
県
平
和
資
料
館
）

０
４
９
３－

３
５－

４
１
１
１

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

１
等

２
億
円
×
１２
本

前
後
賞
各

１
億
円
×
２４
本

※
発
売
総
額
３
６
０
億
円
・
１２

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

１
等

２，
０
０
０
万
円
×
５０

本
前
後
賞
各

１，
０
０
０
万
円

×
１
０
０
本

※
発
売
総
額
１
５
０
億
円
・
５

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

※
お
求
め
の
際
は
埼
玉
県
内
の

宝
く
じ
売
り
場
で
。

販
売
期
間

９
月
１６
日
㈬
か
ら

１０
月
１６
日
㈮
ま
で

（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振

興
協
会

０
４
８－

８
２
２－

５
０
０
４

日
時

１０
月
１０
日
㈯

午
前
１０

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

坂
戸
市
文
化
施
設
オ
ル

モ
（
坂
戸
市
芦
山
町
１－

２

東
武
東
上
線
北
坂
戸
駅
徒
歩

１
分
）

※
予
約
不
要

埼
玉
県
行
政
書
士
会

０
４
９－

２
９
８－

５
８
１
８

292-3121　 292-5400　 webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！
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広 

告

司
法
書
士
相
談
会
（
無
料
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動

産
の
価
格
等
無
料
相
談
会

（
予
約
不
要
）

西
部
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
出

張
法
律
相
談
会
（
無
料
）

イ
ベ
ン
ト

第
２３
回
入
間
郡
市

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

１０
月
１
日
㈭
、８
日
㈭
、

１５
日
㈭
、
２２
日
㈭
、
２９
日

㈭
、
１１
月
５
日
㈭
、
１２
日

㈭
、
１９
日
㈭
、
２６
日
㈭
、
１２

月
３
日
㈭
、
１０
日
㈭
、
１７
日

㈭

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分

会
場

ウ
ェ
ス
タ
川
越
（
川
越

市
新
宿
町
１－

１７－

１７
）

相
談
方
法

面
談
相
談
（
１
組

１
時
間
）
※
要
予
約

予
約
方
法

総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
電
話
予
約（
０
４
８－

８

３
８－

７
４
７
２
）を
受
け
付

け
る
。

相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
登

記
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
、

不
動
産
の
名
義
変
更
な
ど

相
談
料

無
料

主
催

埼
玉
司
法
書
士
会

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

０
４
８－

８
６
３－

７
８
６
１

日
時

１０
月
３
日
㈯

午
前
１０

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

・
大
宮
会
場

ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
７
階

会
議

室
７
０
１
（
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
桜
木
町
１－

７－

５

Ｊ

Ｒ
大
宮
駅

西
口
徒
歩
３

分
）

・
熊
谷
会
場

八
木
橋
百
貨
店

１
階

東
側
特
設
会
場
（
熊

谷
市
仲
町
７４

Ｊ
Ｒ
熊
谷
駅

徒
歩
１５
分
ま
た
は
秩
父
鉄
道

上
熊
谷
駅
徒
歩
５
分
）

公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会

０
４
８－
７
８
９－

６
０
０
０

日
時

９
月
１６
日
㈬

午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

会
場

鳩
山
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

３
０
５
会
議
室

※
１０
月
以
降
も
開
催
予
定
で
す

が
、
詳
細
等
は
予
約
時
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法

面
談
相
談
（
１
組

１
時
間
）
※
要
予
約

予
約
方
法

総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
電
話
予
約（
０
４
８－

８

３
８－

７
４
７
２
）を
受
け
付

け
る
。

相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
登

記
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
、

不
動
産
の
名
義
変
更
な
ど

相
談
料

無
料

主
催

埼
玉
司
法
書
士
会

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

０
４
８－

８
６
３－

７
８
６
１

日
時

１０
月
１６
日
㈮

午
後
１

時
〜
３
時
４０
分

場
所

川
越
市
や
ま
ぶ
き
会
館

ホ
ー
ル
（
川
越
市
郭
町
１
丁

目
１８
番
地
１
）

※
ご
来
場
の
際
は
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
「
う
り
い
ろ
劇
団
」

に
よ
る
演
奏

○
講
演
「
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越

し
に
み
た
命
の
大
切
さ
」

講
師：

渡
部
陽
一（
わ
た
な

べ
よ
う
い
ち
）
氏
（
戦
場
カ

メ
ラ
マ
ン
）

○
そ
の
他

集
会
所
作
品
展
示

な
ど

定
員

一
般
席
３
５
０
席
・
車

い
す
席
５
席
（
い
ず
れ
も
抽

選
制
）

申
込
期
間

９
月
１１
日
㈮
〜
９

月
２７
日
㈰

申
込
方
法

①
抽
選
申
込
フ
ォ

ー
ム
（
川
越
市
公
式

Ｈ
Ｐ

https://www.city.kawagoe.
saitam

a.jp/kurashi/jinken/
1011276/1011283.htm

l)

②
電
話
（
２
９
２－

３
１
２

１
）・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
９
２－

５

４
０
０
）・
窓
口（
越
生
町
役

場
総
務
課
）

※
②
は
土
日
祝
日
を
除
く
。

※
申
し
込
み
は
１
人
に
つ
き
１

回
の
み
と
し
、
２
名
分
ま
で

申
し
込
み
可
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
、
申
込
者
の

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

希
望
人
数
・
座
席
の
希
望
区

分
（
一
般
席
・
車
い
す
席
の

い
ず
れ
か
）
を
送
信
用
紙
に

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

入
場
無
料
、
手
話
通

訳
あ
り
、
保
育
あ
り
（
１
歳

か
ら
就
学
前
、要
事
前
申
込
）

川
越
市

人
権
推
進
課

２
２
４－

５
５
７
９（
直
通
）
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さ
ぎ
ょ
う
し
ょ
ま
つ
り

募

集

「
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
」

を
公
募
し
ま
す
！

埼玉県HP

介
護
の
お
仕
事
就
職
・
個
別

相
談
会

埼玉県の介護
お仕事応援

ポータルサイト

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
新
規

講
習

レ
イ
ン
ボ
ー

楽
し
く
学
ぶ
防
災
イ
ベ
ン
ト

in
コ
エ
ト
コ

日
時

１０
月
１０
日
㈯

午
前
１１

時
〜
午
後
２
時

会
場

お
ご
せ
福
祉
作
業
所
駐

車
場

※
雨
天
室
内
開
催

内
容

模
擬
店
・
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
・
作
業
所
製
品
販
売

等
ゲ
ス
ト

越
生
中
学
校
吹
奏
楽

部
・
清
和
学
園
高
等
学
校
軽

音
楽
部
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
稲
垣
伸
一

お
ご
せ
福
祉
作
業
所

２
９
２－

２
８
１
７

埼
玉
県
で
は
、「
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
及

び
「
埼
玉
県
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
動
物
の
愛
護
や
正
し
い
飼

い
方
に
関
す
る
知
識
情
報
等
の

普
及
啓
発
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
積
極
的
・
自
主
的
に
ご
協

力
を
い
た
だ
く
「
彩
の
国
動
物

愛
護
推
進
員
」を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

９
月
１
日
㈫
〜

１１
月
３０
日
㈪

活
動
内
容

・
動
物
の
愛
護
と

適
正
な
飼
養

・
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
啓
発
活
動

・
地
域
住
民
の
求
め
に
応
じ

た
、
繁
殖
制
限
措
置
に
関
す

る
助
言
や
譲
渡
仲
介
の
支
援

な
ど

・
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
を

推
進
す
る
た
め
県
が
行
う
施

策
へ
の
協
力

・
そ
の
他
、
動
物
の
愛
護
と
適

正
な
飼
養
の
推
進
の
た
め
県

が
必
要
と
認
め
る
こ
と

募
集
要
領

埼
玉
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
、各
保
健
所（
政

令
市
・
中
核
市
を
除
く
）、
埼

玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

埼
玉
県
生
活
衛
生
課

総

務
・
動
物
指
導
担
当

０
４
８－

８
３
０－

３
６
１
２

日
時

９
月
１１
日
㈮
、
１２
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所

鶴
ヶ
島
市
役
所
若
葉
駅

前
出
張
所
（
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー

ク
内
）１
階
打
ち
合
わ
せ
ス

ペ
ー
ス
（
鶴
ヶ
島
市
富
士
見

１－

２－

１
）

内
容

越
生
町
・
鶴
ヶ
島
市
・

坂
戸
市
・
毛
呂
山
町
・
川
越

市
内
複
数
の
介
護
施
設
担
当

者
と
の
個
別
相
談
会

対
象

介
護
の
お
仕
事
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
、
就
職
希
望

の
方
、
施
設
担
当
者
に
直
接

相
談
さ
れ
た
い
方

備
考

参
加
無
料
、
入
退
場
・

服
装
自
由
、
当
日
参
加
可

主
催

埼
玉
県
介
護
人
材
確
保

総
合
推
進
事
業
事
務
局
（
株

式
会
社
パ
ソ
ナ
ラ
イ
フ
ケ
ア
）

申
込
み

０
１
２
０－

１
２
１－

７
６
７
（
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

日
時

１０
月
３
日
㈯

午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所

飯
能
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー

丸
広
百
貨
店
飯
能
店
７

階

多
目
的
ホ
ー
ル

（
飯
能
市
栄
町
２４－

４
）

内
容

越
生
町
・
飯
能
市
・
日

高
市
・
毛
呂
山
町
・
秩
父
市
・

横
瀬
町
・
皆
野
町
・
長
瀞
町
・

小
鹿
野
町
内
複
数
の
介
護
施

設
担
当
者
と
の
個
別
相
談
会

対
象

介
護
の
お
仕
事
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
、
就
職
希
望

の
方
、
施
設
担
当
者
に
直
接

相
談
さ
れ
た
い
方

備
考

参
加
無
料
、
入
退
場
・

服
装
自
由
、
当
日
参
加
可

主
催

埼
玉
県
高
齢
者
福
祉
課

申
込
み

０
１
２
０－

１
２
１－

７
６
７
（
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

期
日

１０
月
２２
日
㈭
・
２３
日
㈮

会
場

西
入
間
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部

定
員

２５
人
（
先
着
順
）

受
講
料

４，
２
０
０
円

受
付
日

１０
月
１
日
㈭
・
１０
月

２
日
㈮

午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
３０
分
ま
で

申
込
方
法

消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
入
間
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課

２
９
５－

０
１
６
３

内
容

誰
で
も
参
加
で
き
る
カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
や
水
消
火
器
で

的
あ
て
ゲ
ー
ム
な
ど
の
体
験

型
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
防
災
に

つ
い
て
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト

日
時

９
月
１９
日
㈯

午
後
１

時
〜
４
時

会
場

コ
エ
ト
コ
（
所
在
地：

〒
３
５
０－

０
０
５
６

川

越
市
松
江
町
２
丁
目
１１
番
地

１０
）

対
象

誰
で
も

定
員

な
し

経
費

な
し

申
し
込
み

な
し

申
込
期
限

な
し

Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://koetoko.
jp/?p=8121

292-3121　 292-5400　 webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！
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広 

告

す
く
す
く

保

健

健
康
づ
く
り
検
診（
要
予
約
）

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談

子
育
て
相
談

当
番
医
日
程
表

９
月
２３
日
㈬

秋
分
の
日

ゆ
ず
の
木
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

２
９
５－

５
１
５
８

９
月
２２
日
㈫

国
民
の
休
日

石
川
眼
科

２
７
７－

２
０
７
７

９
月
２１
日
㈪

敬
老
の
日

ハ
ピ
ネ
ス
会

川
角
ク
リ
ニ
ッ
ク

２
９
５－

３
９
５
９

期

日

当

番

医

川
越
市

都
市
景
観
課

文
化
創
造
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設

０
４
９－

２
９
８－

３
７
２
７

○
あ
そ
ぼ
う
会

日
程

９
月
４
日
㈮

内
容

水
遊
び
お
し
ま
い
の
会

時
間

午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

す
く
す
く

日
程

９
月
２５
日
㈮

内
容

お
月
見
会

時
間

午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

す
く
す
く

○
出
前
保
育

日
程

９
月
１０
日
㈭

時
間

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

場
所

梅
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

２
９
２－

５
６
８
４

○
特
定
健
康
診
査
等

日
時

９
月
１５
日
㈫

午
前
８

時
３０
分
〜
１１
時
１５
分

同
時
受
診
可
能
な
検
診

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

心
電
図

※
受
診
可
能
な
検
診
は
年
齢
、

性
別
等
の
要
件
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

○
胃
が
ん
検
診

日
時

９
月
２５
日
㈮

午
前
８

時
〜
１１
時
１５
分

○
乳
が
ん
検
診

日
時

９
月
２８
日
㈪

午
後
０

時
３０
分
〜
３
時
１５
分

○
子
宮
頸
が
ん
検
診

日
時

９
月
２８
日
㈪

午
後
０

時
３０
分
〜
３
時
１５
分

保
健
セ
ン
タ
ー

２
９
２－

５
５
０
５

○
健
康
相
談
（
保
健
師
）

日
時

９
月
１４
日
㈪

午
前
９

時
〜
正
午

内
容

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健

康
相
談
、
血
圧
測
定
、
思
春

期
保
健
相
談

○
生
活
習
慣
病
相
談（
保
健
師
）

日
時

９
月
７
日
㈪
・
１０
月
５

日
㈪

午
前
９
時
〜
正
午

内
容

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど

生
活
習
慣
病
に
関
す
る
健
康

相
談

○
栄
養
相
談
（
管
理
栄
養
士
）

日
時

９
月
２８
日
㈪
・
１０
月
５

日
㈪

午
前
９
時
〜
１１
時

（
１
人
５０
分
、
要
予
約
）

内
容

４
日
間
の
食
事
記
録
表

を
用
い
た
食
生
活
な
ど
の
相

談保
健
セ
ン
タ
ー

２
９
２－

５
５
０
５

○
育
児
相
談
（
保
健
師
）

日
時

９
月
１１
日
㈮
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
、
９
月
２４
日
㈭

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

内
容

身
長
・
体
重
測
定
、
発

育
発
達
の
確
認
、
育
児
・
授

乳
・
離
乳
食
な
ど
の
相
談
を

行
い
ま
す
。
予
約
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
午
前
は
管
理
栄
養
士
、
午
後

は
助
産
師
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

２
９
２－

５
５
０
５

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

保
健
セ
ン
タ
ー

２
９
２－

５
５
０
５

※
埼
玉
医
科
大
学
病
院
で
は
、

時
間
外
外
来
が
夜
間
、休
日
・

祝
日
を
問
わ
ず
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
医
科
大
学
病
院

２
７
６－

１
１
９
９
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山﨑ふみさん（上野東） 普段食べ物を食べた後は口腔内
に食べかすを残さない様にお茶や水を飲むようにしてい
ます。夜の歯磨きは時間をかけて丁寧に行っています。
木原保義さん（本町） 学生の頃、歯の話を読み歯の健康
が全身の健康に関連がある事を知りました。それから歯
は大切だと分かりケアしてきました。かかりつけ歯科医
がいるので、歯が気になる時はすぐに受診するようにし
ています。現在 29本の歯があります。

越生町コミュニティ協議会では、日常、身近なとこ
ろで、明るく住みよいまちづくりのために実践活動
を地道に続けられ、善行が顕著であると認められる
団体や個人に「やまぶき賞」をお贈りしております。
今年度は富口規男さん（麦原）が受賞されました。

越生町コミュニティ協議会では、日常、身近なとこ
ろで、明るく住みよいまちづくりのために実践活動
を地道に続けられ、善行が顕著であると認められる
団体や個人に「やまぶき賞」をお贈りしております。
今年度は富口規男さん（麦原）が受賞されました。

（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢献
広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源にコ
ミュニティ助成事業を実施しています。
この度、上野二区において、令和 8年度宝くじ助

成金で、エアコンやテーブル、イスなどのコミュニ
ティ活動備品を整備しました。
区のイベントや地域づくり事業などで活用され、

コミュニティ活動の推進に役立てられます。

生町コミュニティ協議会
やまぶき賞を受賞されました
生町コミュニティ協議会
やまぶき賞を受賞されました

受賞された富口 規男さん
富口さんは、昭和 49年に麦原の獅子舞に入門し、平

成26年までの40年間は自ら演舞者として第一線で活
躍を続け、越生町の伝統文化の存続に貢献されました。
平成26年以降は保存会長に就任され、時代の変化の

中で課題となる伝承の保存のために現在に至るまで後
継者の指導・育成に尽力されています。

くじの助成金を活用し、コミュ
ニティ活動備品を整備しました

１歳のお誕生日プレゼント（７月生まれ）１歳のお誕生日プレゼント（７月生まれ）

ゆ
う
ま

海
老
澤
祐
真
ち
ゃ
ん

越

宝

越生町、毛呂山町外 4組合公平委員会委員の任期
が満了となり退任された久保武夫さん（越生東 1）と
荏原茂さん（毛呂山町）に町から感謝状が贈られま
した。久保さんは平成 15年から 23年間、荏原さん
は平成26年から12年間務められ、職員の利益の保
護と公正な人事権の行使を保障するため尽力されま
した。
久保さん、荏原さんの退任に伴い、田中敏幸さん

（上野東）、川村和男さん（毛呂山町）が新たに選任
されました。

6月 25日（木）に第 34回「8020よい歯のコン
クール」が開催され越生町では 2名の方が優秀賞を
受賞されました。歯は、食べるだけでなく、健康で
いきいきと暮らすために大切な役割があります。
8020よい歯のコンクールは、80歳以上で 20
本以上の歯を保っている方を表彰しています。受賞
者のお二人に普段、口腔ケアについて気を付けてい
ることを伺いました。

生町、毛呂山町外4組合公平委
員会委員が替わりました

34回「8020よい歯のコンクール」
が開催されました

新たに任命された田中さん、川村さん

な
つ
き

齊
藤
菜
月
ち
ゃ
ん

退任された久保さん、荏原さん

受賞者のコメント

越

第
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Pick up

おごせ
教育

心
を
解
放
し
て越

生
み
ど
り
幼
稚
園

【
あ
と
り
え
み
ど
り
っ
こ
】

園
内
の
絵
画
教
室
【
あ
と
り
え

み
ど
り
っ
こ
】
は
、
各
ク
ラ
ス
一

学
期
に
一
回
ず
つ
行
っ
て
い
ま

す
。
講
師
は
、
久
保
田
友
恵
先
生

で
す
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
久
保
田

先
生
の
こ
と
が
大
好
き
で
す
‼
毎

回
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
な

〜
？
と
キ
ラ
キ

ラ
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
、
お
話

を
聞
い
て
い
ま

す
。絵

の
具
遊
び

で
は
、
好
き
な

色
を
選
び
、
好

き
な
よ
う
に
表

現
を
し
ま

す
。
た
く
さ

ん
の
色
を
つ

か
い
、
混
ぜ

て
色
が
変
わ

る
事
を
楽
し

ん
だ
り
、
筆

で
は
な
く
手

や
足
に
塗
っ
て
感
触
を
楽
し
む
子

も
♫
一
人
ひ
と
り
楽
し
み
方
や
取

り
組
み
方
は
様
々
で
す
。

絵
の
具
を
触
る
こ
と
が
苦
手
な

こ
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、
回
数
を

重
ね
、
お
友
だ
ち
の
様
子
を
見
て

い
る
う
ち
に
触
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
た

ち
の
主
体
性
を
大
切
に
、
一
人
ひ

と
り
の
声
を
聴
き
、
思
い
に
寄
り

添
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ

ど
も
た
ち
の
自
由
な

発
想
、
表
現
力
に
は

い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま

す
。
こ
ど
も
た
ち
の

作
品
は
、
一
人
ひ
と

り
の
思
い
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
、
世
界

で
た
っ
た
一
つ
の
大

切
な
宝
物
で
す
。

おごせっ子広場
町内の小中学校や町の行事
等に参加するこどもたちを写
真で紹介するコーナーです。

7月 17日（金）に、2年生が越
生町上野産と如意産の2種類のと
うもろこしの皮むき体験を行いま
した。こどもたちは最初皮むきに
戸惑っていましたが、何本もむく
うちに丁寧にむけるようになりま
した。その後給食でおいしくいた
だきました。

越 生 小 学 校

7 月 7日（火）に、西入間警察
署の方を講師にお迎えして、交通
安全教室を実施しました。生活委
員の3年生による発表や警察の方
のお話を通し、交通安全への意識
をより一層高めることができまし
た。

越 生 中 学 校

7 月 17日（金）の朝、2年生が
「トウモロコシの皮むき」を行いま
した。はじめは時間がかかりまし
たが、2本目、3本目…とだんだん
作業が早くなり、みんなでたくさ
ん皮をむくことができました。新
鮮なトウモロコシはすべて越生
産！この日は給食最終日で、この
トウモロコシが給食で提供されま
した。

梅 園 小 学 校
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関
東
三
大
梅
林
の
一
つ
越
生
梅

林
で
知
ら
れ
る
入
間
郡
越
生
町

は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
人
口
約
１
万
人
の
静
か
な
町

で
す
。
平
野
が
尽
き
山
地
と
出
会

う
、
関
東
の
要
衝
と
し
て
古
く
か

ら
開
け
、
中
世
に
は
越
辺
川
上
中

流
域
の
広
い
範
囲
が
越
生
郷
と
呼

ど
う
し
ん
ど
う

ば
れ
て
い
ま
し
た
◆
太
田
道
真
道

か
ん灌

も
、
政
治
経
済
上
重
要
な
こ
の

地
を
拠
点
と
し
て
い
ま
し
た
。
越

生
町
に
は
、
道
灌
生
誕
の
地
と
伝

さ
ん
し
あ
ん

わ
る
龍
ヶ
谷
の
山
枝
庵
、
父
子
が

り
ゅ
う
お
ん
じ

再
興
し
た
名
刹
龍
穏
寺
、道
灌
に

家
督
を
譲
っ
た
後
に
道
真
が
居
を

た
い
い
ん
ち

構
え
た「
太
田
道
真
退
隠
地
」（
県

指
定
旧
跡
）、「
七
重
八
重
…
…
」伝

で
ん
や
ま
ぶ
き

さ
と

説
の
故
地「
伝
山
吹
の
里
」（
県
指

定
旧
跡
）
な
ど
の
古
跡
が
遺
っ
て

い
ま
す
◆
太
田
道
灌
公
に
は
、
観

光
地
越
生
の
黎
明
期
か
ら
、
郷
土

の
偉
人
と
し
て
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
例
え
ば
、
昭
和
８
年（
１

９
３
３
）
に
八
高
線
開
通
を
記
念

の
ぐ
ち
う
じ
ょ
う

し
て
発
表
さ
れ
た
野
口
雨
情
作

詞
の『
越
生
小
唄
』の
一
番
は
、「
歌

に
床
し
い
あ
の
山
吹
の
里
よ
武
蔵

の
越
生
町
」で
す
◆
昭
和
３０
年
に
、

名
所
黒
山
三
滝
や
梅
林
を
擁
す
る

梅
園
村
と
合
併
し
て
以
降
、
越
生

町
は
首
都
近
郊
の
行
楽
地
と
し
て

一
層
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
◆
時
を
経
て
、
平
成
２８
年

（
２
０
１
６
）
に
は
、
観
光
振
興
、

地
域
経
済
活
性
化
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
を
目
的
に
、全
国
初
の「
ハ

イ
キ
ン
グ
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
ま

し
た
◆
令
和
元
年
１１
月
９
日
、「
太

田
道
灌
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
へ

推
進
連
絡
協
力
会
」
の
会
長
を
お

受
け
し
て
い
る
縁
で
、「
日
暮
里
道

灌
ま
つ
り
」
に
参
席
し
た
越
生
町

長
に
、太
田
資
暁
理
事
長
か
ら「
眠

れ
る
道
灌
像
」
の
情
報
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
伊
勢
原
市
役
所
前
に

立
つ
銅
像
と
同
じ
鋳
型
で
造
ら
れ

た
双
子
の
兄
弟
像
１
体
が
、
日
の

目
を
見
る
こ
と
な
く
転
々
と
し
、

神
奈
川
県
内
の
あ
る
場
所
に
保
管

さ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
す
。

折
し
も
越
生
駅
の
整
備
が
進
行
中

で
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
、
購
入
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年

の
暮
れ
に
、
太
田
理
事
長
、
尾
崎

理
事
に
同
道
し
て
初
め
て
対
面
し

た
像
は
、
多
少
の
ほ
こ
り
を
被
っ

て
は
い
た
も
の
の
良
好
な
保
存
状

態
で
し
た
。
ど
こ
か
寂
し
げ
な
表

情
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ぜ
ひ
我

が
町
に
招
き
た
い
と
の
想
い
が
沸

々
と
湧
い
て
き
ま
し
た
◆
像
の
所

有
者
は
海
外
在
住
で
、
交
渉
は
難

航
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

代
理
人
の
会
計
事
務
所
代
表
Ｔ
氏

お
う
ぎ
が
や
つ

が
、鎌
倉
扇
ガ
谷
在
住
の
中
世
史

研
究
者
と
し
て
の
顔
を
併
せ
持
つ

と
い
う
僥
倖
に
恵
ま
れ
、
協
議
は

順
調
に
進
展
し
、
翌
春
、
無
事
越

生
町
が
譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
◆
昭
和
５０
年
に
、
こ
の
太

田
道
灌
像
を
製
作
し
た
の
は
四
代

け
い
じ
た
ん
ち
ょ
う

目
慶
寺
丹
長
（
１
９
１
９
〜
９

１
）
で
、
昭
和
２９
年
に
父
三
代
目

か
も
ん
や
ま

と
共
作
し
た
横
浜
市
掃
部
山
公
園

い

い
か
も
ん
の
か
み
な
お
す
け

の
「
井
伊
掃
部
頭
直
弼
像
」
を
は

じ
め
、
小
田
原
城
復
元
天
守
閣
の

し
ゃ
ち
ほ
こ

に
っ
た

鯱
（
昭
和
３５
年
）、川
崎
市
新
田
神

に
っ
た
よ
し
さ
だ

社
の
「
新
田
義
貞
像
」（
昭
和
３７

か
め
い
ど
て
ん
じ
ん
し
ゃ

ご
さ
い
か
ん
こ
う

年
）、
亀
戸
天
神
社
の「
五
歳
菅
公

ぞ
う像
」（
昭
和
５２
年
）な
ど
の
作
品
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
三
代
目
慶
寺

丹
長
は
、
戦
前
、
全
国
の
小
学
校

に
建
立
さ
れ
た
二
宮
金
次
郎
像
約

千
体
の
作
者
と
し
て
名
を
遺
し
て

い
ま
す
◆
折
損
し
て
い
た
矢
先
を

越
生
町
の
工
芸
家
が
復
元
し
、
像

全
体
の
修
復
と
据
え
付
け
は
銅
器

生
産
の
本
場
富
山
県
高
岡
市
の
専

門
業
者
に
委
ね
ま
し
た
。
奇
し
く

ち
ゅ
う
こ
う

も
、
業
者
の
工
場
所
在
地
は
鋳
工

ほ
ん
が
ん
ち

慶
寺
家
の
本
貫
地
で
あ
る
高
岡
市

ち
ょ
う
け
い
じ

長
慶
寺
で
し
た
。
越
生
町
で
は
、

地
元
の
石
材
店
、土
木
工
事
業
者
、

電
気
工
事
店
が
結
集
し
て
台
座
を

設
え
、
建
立
を
待
ち
ま
し
た
◆
令

和
２
年
１２
月
１９
日
、
太
田
理
事
長

も
臨
席
の
も
と
除
幕
式
を
挙
行

し
、越
生
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、

見
事
に
蘇
っ
た
道
灌
像
が
勇
姿
を

現
し
ま
し
た
。
台
座
に
は
、
町
長

が
「
太
田
道
灌
公
に
学
ぶ

文
武

両
道
」
と
揮
毫
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、「
道
灌
お
も
て
な
し
プ
ラ

ザ
」
の
愛
称
が
付
け
ら
れ
た
越
生

駅
西
口
総
合
案
内
所
の
竣
工
式
も

行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
沈
滞
す
る

町
に
と
っ
て
、
久
し
ぶ
り
の
明
る

い
話
題
と
な
り
ま
し
た
◆
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日

本
の
銅
像
探
偵
団
」に
よ
る
と
、屋

外
に
立
つ
太
田
道
灌
の
銅
像
は
越

生
駅
前
像
を
含
め
て
全
国
に
１３
体

あ
り
、
偉
人
像
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
名
匠
に

よ
る
優
れ
た
芸
術
作
品
で
、
う
ち

７
体
が
埼
玉
県
内
、
３
体
が
東
京

都
内
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
旧
武

蔵
国
内
で
の
道
灌
人
気
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
埼
玉
県
内
で

歴
史
上
の
人
物
の
銅
像
が
立
つ
駅

は
意
外
に
少
な
く
、
熊
谷
駅
前
の

く
ま
が
い
な
お
ざ
ね

熊
谷
直
実
像（
昭
和
４９
年
建
立
）が

有
名
で
す
が
、
ほ
か
に
は
平
成
以

ま
つ
お

ば
し
ょ
う

降
に
設
置
さ
れ
た
松
尾
芭
蕉
（
草

加
駅
）、
渋
沢
栄
一
（
深
谷
駅
）、

は
な
わ
ほ

き
い
ち

塙
保
己
一
（
本
庄
早
稲
田
駅
）
の

銅
像
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
す
◆
越
生

町
に
は
も
う
一
体
、
龍
穏
寺
境
内

に
、
川
越
市
役
所
前
像
を
手
掛
け

た
橋
本
次
郎
に
よ
る
昭
和
６０
年
建

立
の
道
灌
像
が
あ
り
ま
す
。
小
学

校
の
社
会
科
見
学
の
際
に
は
、
こ

の
像
の
前
で
、「
太
田
道
灌
は
江
戸

城
を
築
き
、
今
の
東
京
の
基
を
作

っ
た
人
で
す
。
道
灌
は
越
生
で
生

ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
越

生
が
な
か
っ
た
ら
東
京
も
な
か
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
教
え
て

い
ま
す
。
長
じ
た
子
ど
も
た
ち
が

朝
な
夕
な
駅
頭
で
見
上
げ
る
名
将

の
銅
像
が
、
ふ
る
さ
と
越
生
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
、
末
永
く

乗
降
者
を
温
か
く
送
迎
し
続
け
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

越
生
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
財
担
当

石
川
久
明

（
太
田
道
灌
顕
彰
会
編『
太
田
道
灌

公
五
百
四
十
回
忌
記
念
誌
』
に
寄

稿
）

「眠れる道灌像」はこう
して越生町にいらした

No.211
越生浪漫
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越生町教育委員会（中央公民館）
049-292-3223（代）
049-292-5110（直）
kyouiku3@town.ogose.saitama.jp

第 号

TEL
FAX
MAIL

648

日　時　10月 4日（日）午前 9時 30分～
午後 1時

場　所　越生町中央公民館、体育館及び駐車場
内　容　・モルック体験・ボルダリング体験

・卓球体験・弓道体験・体力測定
・ふわふわスライダー等
・キッチンカーの出店もあります。

生涯学習課　生涯学習担当　 内線 506

梅の里おごせスポーツフェスティバル

日　時　10月 10日（土）
午後 1時 30分～3時 30分

場　所　梅園コミュニティ館　多目的室
内　容　バラの花のブローチを作ります。
参加費　200円（当日集金）
募　集　7名（申込順）
持ち物　特になし
講　師　竹

たけ
内
うち
　マ

ま
サ
さ
子
こ
先生

申込み　10月 5日（月）までに梅園コミュニテ
ィ館まで（電話可）
※土曜日・日曜日・祝日は除く

梅園コミュニティ館　 298－8525

梅園コミュニティ館　おりがみ教室
～手づくりのブローチを付けて出かけてみては♪～

日　時　10月 11日（日）8：30集合
場　所　中央公民館体育館
種　目　①一般の部・②シニアの部（60歳以上）

※①②とも男子と女子のシングルス
③中学生以下の部

対　象　町内在住・在勤・在学の方
参加費　高校生以上　800円

中学生以下　500円（当日集金）
申込み　9月 25日（金）までに中央公民館まで

（電話申込可）
卓球部　川村　 090－1539－4430
生涯学習課　生涯学習担当　 内線 506

第44回越生町卓球大会

日　時　10月 18日（日）午前 8時から
場　所　越生中学校　体育館
対　象　町内在住・在勤・在学及び主催者が認めた方
メンバー　1チーム　15人程度まで
参加費　1チーム　2,000 円（当日集金）
申込み　9月 25日（金）まで中央公民館へ

申込みに必要なメンバー表、開催要項は
中央公民館にあります。

体協バスケットボール部
俵木　 090－3047－6337

生涯学習課　生涯学習担当　 内線 508

第34回越生町バスケットボール大会

1．趣旨
越生町及び教育委員会が主催又は共催する講演
会、上映会等の各種事業について関心のある方
へ優先的に情報提供を行い、参加機会の充実及
び地域活動の活性化を目的といたします。

2．対象者
町内在住・在勤・在学者など

3．登録内容
ホームページに掲載している入会申込書に必要
事項をご記入のうえ、生涯学習課（越生町中央
公民館）までご提出ください。

4．情報提供の方法
登録いただいた方にはメールアドレス又は郵送
等により、講座等の案内や募集案内を優先的に
ご案内いたします。

5．登録期間
入会していただくと継続登録となります。退会
を希望する場合は、生涯学習課へお申し出くだ
さい。（電話可）ご連絡受けた後、その日をもっ
て退会となります。

生涯学習課　生涯学習担当　 内線 506

講座等優先案内「まなびあいの会」
入会を募集します！！

日　時　10月 3日（土）
　　　　午前 10時～正午
場　所　梅園コミュニティ館　多目的室
内　容　造花やドライフラワーを使ったハロウィ

ンのかわいいアレンジメント
参加費　1,500 円（当日集金）
募　集　こどもから大人まで 10名（申込順）
※未就学児は保護者の付添いお願いいたします。
持ち物　特になし
講　師　山

やま
﨑
ざき
　華
はな
子
こ
先生

申込み　9月 25日（金）までに梅園コミュニテ
ィ館まで（電話可）
※土曜日・日曜日・祝日は除く

梅園コミュニティ館　 298－8525

梅園コミュニティ館
～フラワーアレンジメントワークショップ～

ハロウィンアレンジメント

22



図書館
コーナー
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綾
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れ
残
り
し
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の
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川
柳

武
器
輸
出
？
戦
死
し
た
父
顔
し
か
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比
留
間
英
雄

稲
実
り
さ
あ
コ
ン
バ
イ
ン
フ
ル
稼
働�

房
野　

江
身

農
作
業
励
む
心
に
実
が
熟
す�

八
木
原
光
男

筑
波
嶺
の
女
体
山
よ
り
染
む
景
色�

関
根
智
好
子

今月のおすすめ

新しく生まれ変わっ
た体験型フラワーパ
ーク、夜に輝きを増
す街・みなとみらい。
川越の新リノベレス
トラン…。近場で極
上の旅時間をかなえ
られる、首都圏の日

帰り旅を紹介する。“山あいの古民家
カフェで宮沢賢治の世界に浸る”とし
て『ギャラリィ＆カフェ　山猫軒』が
巻頭ページを飾っている。

大人の日帰り旅　2027
JTBパブリッシング

ゆっくり、のんびり、
あたりを見渡し、山
との出合いを楽しみ
ながら気持ちよく歩
きましょう！　首都
圏から行ける各季節
におすすめの全50
コースを紹介。奥武

蔵ならではの素朴な里山の雰囲気を味
わいながらのんびりと歩くことができ
る『武蔵越生　七福神めぐり』が掲載
されている。

もっともっとゆる山歩き
西野　淑子　著

◆ 9月・10月のおはなし会◆
日　時　9月5日（土）、10月3日（土）

午前10時～11時

◆ 9月の「本に親しむ会」◆
日　時　9月26日（土）

午後1時30分～3時
※上の催し物は、図書館2階会議室、
申込不要、参加自由。

図書館の開館時間
火曜日～日曜日：午前9時30分～午後5時30分
【9月1日～10月10日の休館日】
9月7日（月）、14日（月）、21日（月・祝）、
22日（火・祝）、23日（水・祝）、
28日（月）、10月5日（月）
越生町立図書館　 292－6116
http://www.town.ogose.saitama.jp

第6回　図書館こどもまつりを開催します！
　詳しい内容につきましては、広報おごせ 10月号のまなびあ
いでお知らせいたします。
日　時　11月 15日（日）午前 9時 30分～午後 3時 30分
場　所　越生町立図書館

万葉集講座を開講します！
　日本最古の和歌集「万葉集」の世界を学んでみませんか。令
和 8年 10月～令和 9年 3月に各月第 1土曜日に開講します。
日　時　10月 3日、11月 7日、12月 5日、1月 9日（第

2土曜日）、2月 6日、3月 6日　午前 10時～正午
場　所　図書館 2階第 1閲覧室
講　師　近藤悦

よし
啓
ひろ
氏（文化史研究者）

◇　　　◇　　　◇　　　◇　　　◇

古文書入門講座にご参加を！
日　時　9月 26日（毎月第 4土曜日）午前 10時～正午
場　所　図書館 2階第 1閲覧室
講　師　間々田和夫氏（近世史研究者・『越生の歴史』執筆者）
※上の講座は随時、図書館窓口または電話で受付します
図書館　 292－6116

日　時　9月19日（毎月第3土曜日）
午前10時～正午

場　所　図書館2階第1閲覧室
講　師　近藤悦啓氏（文化史研究者）

※お申し込みは図書館まで

★「論語を楽しむ会」
－言志四録を読む－にご参加を★
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く
ら
し
の
１
１
０
番

談
相
民
町

分
電
盤
の
点
検
商
法
に
注
意
！

分
電
盤
の
点
検
商
法
に
注
意
！

▼
弁
護
士
相
談

日
時

９
月
１８
日
㈮

午
前
１０
時

〜
正
午

場
所

２
０
１
会
議
室

※
要
予
約
（
先
着
順
）

総
務
課

地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

内
線
２
１
７

▼
司
法
書
士
相
談

日
時

１０
月
５
日
㈪

午
前
１０
時

〜
正
午

場
所

２
０
３
会
議
室

※
９
月
末
ま
で
に
予
約（
先
着
順
）

総
務
課

地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

内
線
２
１
７

▼
行
政
相
談

日
時

９
月
１８
日
㈮

午
前
１０
時

〜
正
午

場
所

２
０
３
会
議
室

※
要
予
約
（
先
着
順
）

総
務
課

地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

内
線
２
１
７

▼
人
権
相
談

日
時

１０
月
９
日
㈮

午
前
１０
時

〜
正
午

場
所

２
０
３
会
議
室

総
務
課

地
域
支
援
・
防
災
安

全
担
当

内
線
２
１
７

▼
消
費
生
活
相
談

日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
前

１０
時
〜
正
午
（
新
規
の
相
談
は

１１
時
３０
分
ま
で
）

場
所

産
業
観
光
課
窓
口

※
電
話
相
談
あ
り

産
業
観
光
課

観
光
商
工
担
当

内
線
１
４
７

▼
年
金
相
談

日
時

平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予

約
不
要
）

場
所

町
民
課
窓
口

町
民
課

国
保
年
金
担
当

内
線
１
２
３

▼
子
育
て
相
談

日
時

平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予

約
不
要
）

場
所

子
育
て
支
援
課
窓
口

子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
担
当

内
線
１
６
２

▼
教
育
相
談

日
時

平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予

約
不
要
）

場
所

中
央
公
民
館
相
談
室

学
務
課

学
務
担
当

内
線
５
０
２

▼
く
ら
し
の
相
談

日
時

平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予

約
不
要
）

場
所

総
務
課
窓
口

総
務
課

庶
務
担
当

内
線
２
１
２

▼
健
康
相
談

日
時

平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予

約
不
要
）

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

２
９
２－

５
５
０
５

▼
介
護
の
相
談

日
時

平
日
の
開
庁
時
間
内
（
予

約
不
要
）

場
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

２
９
２－

５
５
０
５

突
然
、
業
者
が
電
話
等
で
分
電
盤
等
の
点

検
を
持
ち
掛
け
て
訪
問
し
て
き
て
、点
検
後
、

「
交
換
し
な
け
れ
ば
火
事
に
な
る
」な
ど
と
不

安
を
あ
お
り
、
そ
の
場
で
交
換
工
事
の
契
約

を
迫
る
な
ど
の
「
点
検
商
法
」
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
手
電
力
会
社
や

そ
の
委
託
会
社
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

分
電
盤
を
含
む
家
庭
用
の
電
気
設
備
の
点

検
は
、
電
力
会
社
等
が
法
令
に
基
づ
き
４
年

に
１
回
以
上
の
頻
度
で
行
い
、
そ
の
点
検
の

日
時
は
事
前
に
書
面
で
案
内
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
法
定
点
検
で
は
点
検
後
、
そ
の
場
で

調
査
員
が
工
事
の
契
約
を
持
ち
掛
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、「
分
電
盤
の
点
検
」同
様
、
ガ
ス
給

湯
器
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
屋
根
等
の

無
料
点
検
を
き
っ
か
け
と
し
、
高
額
で
不
要

な
工
事
を
迫
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、
注
意
が

必
要
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

１．

突
然
の
電
話
や
訪
問
に
よ
る
分
電
盤
の

無
料
点
検
は
受
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

２．

点
検
を
受
け
、
交
換
工
事
の
契
約
を
迫

ら
れ
た
と
し
て
も
「
そ
の
場
で
は
契
約
し
な

い
」、「
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
す
る
」、「
複

数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
」
こ
と
が

重
要
で
す
。

３．

工
事
契
約
を
し
て
し
ま
っ
て
も
、
特
定

商
取
引
法
上
の
訪
問
販
売
に
該
当
し
て
い
れ

ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

地域包括支援センター 292－5505

チームオレンジ 活躍しています！

小学校での認知症サポー
ター養成講座で高齢者役
をしていただきました。

オレンジカフェで
壁面飾りを
作成しました。

認知症サポーターステップアップ講座を受
講した方達が、チームオレンジとして、オレ
ンジカフェや認知症サポーター養成講座で活
躍しています。
オレンジカフェでは、参加者と一緒にレク

リエーションやイベント、会話を楽しんでい
ます。小中学校で実施される認知症サポータ
ー養成講座では、寸劇に参加し認知症の理解
を深めるためのお手伝いをしていただいてい
ます。
できる範囲で無理のない程度の活動をして

いただいています。
今年度の認知症サポーターステップアップ

講座は、10月に開催予定です。
チームオレンジの活動に興味のある方は地

域包括支援センターにご連絡ください。

地域包括支援センターから
こんにちは
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日 Sun 月Mon 火 Tue 水Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

9／1 2 3 4 5
〇相消費生活相談
●リフレッシュ体操

●リフレッシュ体操 〇相司法書士相談
〇相消費生活相談
〇すあそぼう会

●ひまわりこども室
〇図おはなし会

A不燃・有害
B可燃

A紙・布
B

A可燃
B不燃・有害

A他プラ
B可燃

6 7 8 9 10 11 12
●ひまわりこども室 〇保生活習慣病健康相談

〇図休み
〇相消費生活相談
●リフレッシュ体操

〇す出前保育
●リフレッシュ体操

〇保育児相談
〇相消費生活相談

●ひまわりこども室

A可燃
B他プラ

Aペット
B可燃

A
B紙・布

A可燃
Bペット

Aびん缶・他プラ
B可燃

13 14 15 16 17 18 19
●ひまわりこども室 〇保健康相談

〇図休み
〇保特定健診等 〇相消費生活相談

●リフレッシュ体操
〇保骨粗しょう症検診
〇保デンタルフェスティバル
●リフレッシュ体操

〇保ママパパ教室
〇相弁護士・行政相談
〇相消費生活相談

●ひまわりこども室
　（トランプ大会）
〇図論語を楽しむ会

A可燃
Bビン缶・他プラ

A不燃・有害
B可燃

A紙・布
B

A可燃
B不燃・有害

A他プラ
B可燃

20 21 22 23 24 25 26
●ひまわりこども室
●オレンジカフェ

〇図休み 〇図休み 〇図休み 〇保育児相談
●リフレッシュ体操

〇すあそぼう会
〇相消費生活相談
〇保胃がん検診

●ひまわりこども室
〇図古文書入門講座
〇図本に親しむ会

A可燃
B他プラ

Aペット
B可燃

A
B紙・布

A可燃
Bペット

Aびん缶・他プラ
B可燃

27 28 29 30 10／1 2 3
●ひまわりこども室 〇保栄養相談

〇保子宮頸がん検診
　・乳がん検診
〇図休み

〇相消費生活相談 ●リフレッシュ体操 〇相消費生活相談 ●ひまわりこども室
〇図おはなし会

A可燃
Bビン缶・他プラ

A
B可燃

A
B

A可燃
B不燃・有害

A他プラ
B可燃

９月の 町のイベント＆
ごみ・資源収集 カレンダー

〇ま＝まなびあい（22ページ）、〇保＝保健（18ページ）、〇相＝相談（24ページ）、〇す＝すくすく（18ページ）、〇図＝図書館（23ページ）

9月の月例ハイキング大会
展望コース（約 8.7km）
―関東平野を望もう！―

ご都合に合わせ、お好きな日にお歩きください。
受　付　午前 8時 30分～9時　越生駅西口総合案内所
　　　　午前9時～午後 5時　越生町観光案内所オーティック
コース　越生駅→虚空蔵尊→ふれあいの里山展望台→幕岩展

望台→大高取山→世界無名戦士之墓→五大尊つつじ
公園→越生駅（約 8.7km）

9月の納税（9月30日まで）

固 定 資 産 税　第3期
国民健康保険税　第3期

税務課　収税担当　 内線132

下段はゴミと資源の収集日
（Ａ地区＝八高線西側、Ｂ地区＝八高線東側）
可燃：可燃ごみ、不燃・有害：不燃ごみ・有害ごみ、びん缶：びん類・かん類、
紙・布：紙類・布類、ペット：ペットボトル、プラ：その他容器包装プラスチック　
可燃ごみ／埼玉西部クリーンセンター　 ２９８－１６００
不燃ごみ・資源ごみ（紙・布類を除く）／川角リサイクルプラザ　 ２９４－４１１５
粗大ごみ／戸別有料収集受付専用ダイヤル　 ２７２－３３４４

※バーコード印字のある納付書は、納期限内に限りコンビニやスマホ決済ア
プリでの納付に使用できます。スマホ決済アプリでは、「いつでも」「どこ
でも」スマホを使って納税ができます。詳しくは納付書をご覧ください。

※越生町健康マイレージ事業の対象（月に 1度の押印・10Ｐ）になります。
※受付時に月例ハイキングの参加カードとマイレージのカードをお持ちください。

産業観光課　観光商工担当　 内線147
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ＯＧＯＳＥ　ＡＲＴ　ＭＵＳＥＵＭ ＠梅園小学校

「おかしのめいろ」
１年　吉

よし

澤
ざわ

　音
おと

羽
は

さん
「雪あそび」

２年　新
にい

留
どめ

　弥
み

山
やま

さん

すくすくキッズ
若わ
か
林ば
や
し
　
逢あ

美み

ち
ゃ
ん
（
１
歳
１１
ヶ
月
）

お
姉
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
い
す
き
♡

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
た
く
さ
ん
あ
そ
ぼ
う
ね
！！

※掲載を希望する方は「すくすく」へご連絡ください。

おごせの写真

あとがき
　『町長室から』でも触れましたが、熊本地震の被災地へ梅干しを贈
りました。今もなお厳しい環境での復旧作業、避難生活を余儀なくさ
れている被災地の方々の疲労回復に、少しでも繋がれば幸いです。
　9月は『防災月間』です。いつ起こるかわからない災害に備え、改
めて防災について考え、ハザードマップの確認や備蓄品の確保等、「自
助」の強化を図りましょう。
　また、10月25日（日）に『防災訓練』が中央公民館で行われます。
「共助」「公助」の取り組みについて学ぶ良い機会です。
　ぜひ、ご参加ください！
　大切な命を守るために、自らの「防災力」を高めましょう。【宮﨑】

人口＆世帯 8 月 1日現在
（　）は前月比

うち外国人
総人口 10,407人（－31人）212人

男　性 5,151人（－19人） 98人

女　性 5,256人（－12人）114人

世帯数 5,098世帯（－13世帯）177世帯
※外国人世帯には、日本人との混合世帯 48世
帯が含まれています。

　広報担当が撮影して、掲載された写真
は、本人またはご家族に限り、無料で差
し上げます（プリントサイズはＬサイズ）。
ご希望の方は総務課まで。
総務課　地域支援・防災安全担当
　　内線 217

町のSNS ▼LINE ▼X ▼Instagram

「越生町に架かる虹」

№
791

■
令
和
8
年
9
月
1
日

■
発
　
行
　
越
生
町
役
場

■
発
行
人
　
越
生
町
長
　
新
井
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